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幹
部
教
育
に
専
念
し
て 

神
奈
川
県 

 

広 

島 

淳 

一 
 
 

  

私
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
「
第
七
条
志
願
兵
」

と
し
て
徴
兵
検
査
を
受
け
、
図
ら
ず
も
甲
種
合
格
と
な
り

ま
し
た
。
若
干
十
八
歳
の
時
で
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
四
月
一
日
、
旭
川
の
第
七
師
団
北
部
第
三

部
隊
へ
入
隊
し
、
歩
兵
第
二
十
七
連
隊
第
三
大
隊
第
十
中

隊
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
昭
和
十
五
年
、
昭
和
の
軍
制
改
革
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
と
、「
作
戦
要
務
令
」
「
歩
兵
操
典
」
も
改
訂

さ
れ
、
ま
た
広
漢
た
る
ソ
満
国
境
に
お
け
る
敵
の
縦
深
陣

地
に
対
す
る
攻
撃
が
訓
練
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

従
来
の
兵
科
名
が
廃
止
さ
れ
て
陸
軍
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

主
計
や
軍
医
の
各
部
は
そ
の
ま
ま
で
し
た
が
、
歩
兵
は
「
北

部
」
と
い
う
通
称
号
に
な
り
、
自
分
が
入
隊
し
た
頃
は
軍

服
は
縦
襟
と
折
襟
、
軍
帽
は
正
と
略
帽
が
有
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
四
月
一
日
、
入
隊
し
た
当
日
は
、
旭
川
は

雪
で
、
積
雪
が
一
メ
ー
ト
ル
余
り
も
あ
り
、
し
か
も
身
体

検
査
は
野
外
の
雪
中
運
動
場
に
お
い
て
裸
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
再
検
査
は
無
事
完
了
し
、
直
ち
に
新
品
の
軍
服

「
ラ
シ
ャ
製
」
の
縦
襟
の
も
の
で
、
陸
軍
二
等
兵
の
階
級

章
が
付
い
て
お
り
、
初
年
兵
の
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
軍
人

の
第
一
歩
、
身
に
余
る
光
栄
で
有
り
ま
し
た
。 

 

入
隊
時
は
、
第
二
十
七
連
隊
長
は
安
永
大
佐
で
、
第
三

大
隊
第
十
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
中
隊
長
は
伊
豆
原
春
雄
中

尉
で
、
少
尉
候
補
生
第
二
十
二
期
で
し
た
。
教
官
は
五
十

嵐
少
尉
で
、
陸
士
第
五
十
五
期
、
班
長
の
北
川
軍
曹
は
陸

軍
教
導
学
校
出
で
、
こ
れ
ら
の
教
官
の
下
で
初
年
兵
と
し

て
の
教
育
が
始
ま
り
、
一
期
六
カ
月
の
教
育
は
順
調
に
推

移
致
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
月
一
日
、
陸
軍
一
等
兵
と
な
り
、
即
下

士
官
候
補
者
試
験
の
受
験
を
命
ぜ
ら
れ
、
中
隊
よ
り
四
人

中
三
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
第
三
大
隊
の
各
中
隊
よ
り
の

下
士
官
候
補
者
は
我
が
中
隊
に
集
結
し
て
、
こ
の
集
合
教

育
の
教
官
が
自
分
の
中
隊
の
教
官
で
あ
る
五
十
嵐
少
尉
で

あ
り
ま
し
た
。
特
科
及
び
通
信
隊
を
含
め
て
四
十
人
位
と
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な
り
ま
し
た
。 

 

大
隊
長
に
は
、
自
分
が
代
表
と
し
て
「
広
島
淳
一
外
四

十
人
は
十
七
年
十
月
十
日
付
け
を
も
っ
て
下
士
官
候
補
者

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
」
と
予
期
せ
ぬ
こ
と
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

ご
報
告
致
し
ま
し
た
。
後
で
教
官
よ
り
上
出
来
で
あ
っ
た

と
お
褒
め
を
頂
き
感
無
量
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
中
隊
長
に
も
外
三
人
で
、
同
様
の
申
告
を
完
了
し
、

中
隊
長
か
ら
も
訓
示
を
頂
き
、
自
分
達
候
補
者
は
集
合
教

育
の
た
め
旭
川
当
麻
に
あ
る
幹
部
教
育
隊
に
て
教
育
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

教
育
隊
で
は
隊
長
が
交
替
し
、
さ
ら
に
教
官
も
各
隊
よ

り
八
人
が
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
候
補
者
三
百
余
人
の
外
、

衛
兵
や
炊
事
班
が
有
り
、
一
区
隊
よ
り
四
区
隊
ま
で
、
各

区
隊
七
十
二
人
位
で
、
外
に
重
機
関
、
速
射
、
大
隊
砲
、

連
隊
砲
、
通
信
隊
が
有
り
、
自
分
は
第
二
区
隊
と
な
り
ま

し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
、
上
等
兵
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
育
隊
で
は
演
習
場
が
広
大
で
、
長
峰
台
の
外
に
も

沢
山
の
山
々
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
地
形
を
利
用
し
て
の

適
切
な
演
習
や
訓
練
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
教
育
隊
は
、

同
期
の
み
の
教
育
で
あ
り
、
古
年
兵
は
一
人
も
お
ら
ず
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
、
学
科
、
訓
練
、
体
操
、
銃
剣
術
等

で
各
区
隊
取
締
や
班
取
締
と
班
長
の
訓
練
も
一
週
間
ご
と

に
交
替
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

六
月
頃
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
気
体
有
毒

瓦
斯
の
実
験
訓
練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
瓦
斯
兵
の
操
作

を
見
学
、
全
員
が
防
毒
マ
ス
ク
と
防
毒
服
を
着
用
し
て
い

る
の
で
す
が
、
気
流
の
関
係
で
二
区
隊
が
全
員
瓦
斯
に
や

ら
れ
て
倒
れ
ま
し
た
。
涙
、
嘔
吐
、
目
を
開
く
こ
と
も
出

来
ず
、
夜
と
も
な
れ
ば
体
温
が
四
〇
度
以
上
に
な
り
、
血

を
吐
く
始
末
で
、
七
十
二
人
中
八
人
の
重
病
者
が
出
ま
し

た
。
自
分
も
こ
の
重
病
者
の
中
に
入
り
、
応
急
手
当
と
し

て
は
吸
入
の
手
当
の
み
の
状
況
で
し
た
。
そ
し
て
即
旭
川

陸
軍
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
相
変

わ
ら
ず
の
手
当
て
で
、
約
二
週
間
の
入
院
生
活
と
な
り
、

大
沢
教
育
隊
長
（
第
五
十
四
期
・
中
尉
）
は
部
隊
長
に
呼



565 

ば
れ
て
活
が
入
っ
た
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
に
か

く
死
ぬ
思
い
で
し
た
。
こ
の
間
、
勉
強
も
出
来
ず
、
遅
れ

を
取
り
戻
す
の
た
め
に
退
院
後
は
猛
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
以
前
、
第
一
期
の
教
育
が
終
了
直
前
に
、
軽
機
の

実
弾
射
撃
訓
練
の
際
も
、
中
耳
炎
が
再
発
し
て
一
カ
月
ぐ

ら
い
入
院
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
十
月
、
当
麻
で
の
訓
練
も
六
カ
月
、
こ
の

間
に
当
麻
よ
り
愛
別
ま
で
完
全
軍
装
で
の
行
軍
が
あ
り
ま

し
た
。
小
銃
「
九
九
式
歩
兵
銃
」
を
除
く
、
背
嚢
の
中
に

正
味
三
十
キ
ロ
の
重
量
物
、
靴
下
の
中
に
砂
を
入
れ
る
、

水
筒
も
雑
嚢
、
円
匙
、
天
幕
、
外
套
や
ら
で
計
量
し
ま
す
。

誤
魔
化
し
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
往
復
三
十
キ
ロ
の
大
変
な

行
軍
で
あ
り
ま
し
た
。
終
わ
り
の
終
末
運
動
の
指
揮
は
自

分
が
や
り
ま
し
た
。
教
育
機
関
は
一
般
兵
の
教
育
と
異
な

り
厳
格
そ
の
も
の
で
、
日
曜
日
に
は
写
真
屋
、
床
屋
が
来

る
慰
安
会
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
夕
は
必
ず
銃
剣
術
は
欠
か

す
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
教
育
も
終
わ
り
、

各
中
隊
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
札
幌
郊
外
に
あ
る
恵
庭
幹
部
教
育
隊
へ
入
校

し
、
最
終
の
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
八
年

十
月
一
日
付
で
陸
軍
伍
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
達

候
補
者
は
こ
の
学
校
の
一
期
生
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
前
は
内
地
の
教
導
学
校
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

予
備
士
官
学
校
に
昇
格
し
た
と
の
こ
と
を
聞
い
て
お
り
す
。

こ
こ
の
校
舎
は
実
に
優
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
営
庭
が
未

完
成
で
、
囚
人
が
懸
命
に
工
事
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
で
の
教
育
は
総
仕
上
げ
の
こ
と
で
も
あ
り
同
期
生

も
真
剣
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
当
麻
時
代
と
変
化
は
な
く
、

外
の
こ
と
に
は
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら

学
ぶ
の
み
で
、
候
補
者
も
道
出
身
及
び
内
地
出
身
、
そ
れ

に
第
四
十
二
部
隊
と
五
百
余
人
で
序
列
を
競
う
も
の
で
し

た
。 

 

当
時
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
で
山
崎
大
佐
以
下
二
千
五
百
余

人
の
玉
砕
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
葬
式
に
は
我
々
候
補
者

が
儀
仗
衛
兵
と
し
て
任
務
に
就
き
ま
し
た
。
恵
庭
の
十
一

月
～
二
月
は
極
め
て
寒
く
、
風
も
強
く
肌
に
感
じ
ま
す
。

教
育
訓
練
も
厳
格
で
し
た
。
起
床
と
同
時
に
営
庭
に
整
列
、

点
呼
、
各
区
隊
ご
と
に
取
締
（
班
長
同
様
）
の
命
令
に
お
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い
て
、
一 

乾
布
摩
擦
、
二 

体
操
、
三 

銃
剣
術
を
行

い
、
寒
さ
の
中
で
も
汗
が
出
て
気
分
も
上
々
で
し
た
。 

 

同
年
十
一
月
下
旬
、
同
校
の
卒
業
式
が
あ
り
、
校
長
加

納
大
佐
よ
り
営
庭
に
お
い
て
訓
話
が
あ
り
、
当
日
は
お
祝

い
と
し
て
ご
馳
走
が
出
ま
し
た
。
こ
こ
で
約
六
カ
月
、
内

地
部
隊
と
の
交
流
、
戦
友
と
の
交
流
、
種
々
の
教
育
期
間

の
事
柄
、
反
省
と
語
り
、
そ
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

そ
し
て
別
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
北
部
第
三
部
隊
に
帰
属
す
る
各
中
隊
の
同
期
と

も
別
れ
て
帰
隊
し
ま
し
た
が
、
中
隊
長
、
隊
付
将
校
、
下

士
官
が
迎
え
に
営
庭
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
約
二
カ
年
余

の
教
育
を
受
け
た
事
柄
を
申
告
し
、
階
級
は
兵
長
で
あ
り

ま
し
た
が
下
士
官
勤
務
で
あ
り
、
下
士
官
室
に
て
先
任
と

起
居
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
週
番
下
士
官
も
二
度
体

験
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
二
月
一
日
付
で
陸
軍
伍
長
に
任
官
し
、
中

隊
長
に
申
告
し
ま
し
た
。
そ
し
て
春
の
新
兵
の
入
隊
期
で
、

初
年
兵
の
教
育
を
待
つ
日
々
で
し
た
。
下
士
官
に
な
っ
て

下
士
官
室
当
番
が
交
替
で
当
た
る
。
そ
の
間
も
す
ぐ
に
満

州
第
八
百
三
部
隊
要
員
が
当
第
三
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

満
州
よ
り
我
が
中
隊
に
軍
曹
三
人
が
要
員
引
き
取
り
と
し

て
待
機
し
、
各
班
に
二
十
人
ず
つ
割
り
当
て
て
軍
人
と
し

て
の
基
礎
教
育
と
し
て
六
日
間
、
雪
中
運
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
際
、
自
分
の
故
郷
よ
り
同
級
生
二
人
が
入
隊

し
て
来
ま
し
た
。
沼
舘
民
雄
、
舘
田
一
二
の
両
君
で
、
自

分
の
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
筆
記
具
、
タ
オ
ル
等
を
差

し
入
れ
、
教
育
が
終
わ
る
と
二
人
を
呼
ん
で
特
別
の
指
導

と
共
に
田
舎
の
状
況
等
を
聞
き
ま
し
た
。
教
育
が
完
了
し

て
い
よ
い
よ
満
州
へ
出
兵
で
、
銃
に
白
い
包
帯
を
巻
き
、

隊
よ
り
駅
ま
で
四
キ
ロ
ぐ
ら
い
を
行
進
、
こ
こ
で
自
分
は

旭
川
駅
で
監
視
衛
兵
司
令
を
部
隊
命
令
と
し
て
受
領
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
任
官
し
て
か
ら
初
め
て
の
衛
兵
司
令
を
体

験
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
学
校
で
訓
練
を
受
け
た
賜
物
で
も

あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
新
伍
長
の
教
育
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

部
隊
長
命
令
で
三
泊
四
日
の
報
酬
休
暇
を
頂
い
て
故
郷
へ

帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
余
り
経
っ
た
帰
郷
で
す

の
で
歓
迎
を
受
け
、
夜
、
昔
の
大
き
な
蒲
団
の
中
で
ゆ
っ
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く
り
寝
る
こ
と
の
で
き
た
心
持
ち
は
最
高
の
も
の
で
し
た
。

近
所
の
方
々
も
沢
山
こ
ら
れ
、
ご
馳
走
も
珍
し
い
お
酒
も

充
分
嗜
み
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
帰
隊
し
て
か
ら
新
下
士
官
の
教
育
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。
三
月
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
、
特
別
教
育
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
下
士
官
と
な
る
と
一
般
の
軽
機
や
小
銃
の

外
に
重
機
関
銃
な
ど
の
科
目
が
あ
り
、
初
日
に
は
重
機
関

銃
の
分
解
、
搬
送
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
射
撃
の
用
法
か
ら

さ
ら
に
速
射
砲
、
大
隊
砲
、
連
隊
砲
と
四
日
間
ず
つ
、
こ

れ
も
基
礎
知
識
を
得
る
こ
と
の
み
で
な
く
、
将
来
各
隊
へ

の
配
属
の
た
め
と
か
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
初
め

て
の
訓
練
で
も
あ
っ
て
随
分
厳
格
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

思
い
出
と
し
て
練
兵
場
へ
の
集
合
時
間
に
遅
れ
、
二
日

目
に
第
七
中
隊
の
同
期
の
二
人
が
二
分
程
度
遅
れ
ま
し
た
。

教
官
は
召
集
の
遠
藤
中
尉
で
双
眼
鏡
で
見
て
い
る
。
体
罰

と
し
て
全
員
が
ビ
ン
タ
を
受
け
ま
し
た
。
速
射
砲
の
訓
練

日
に
練
兵
場
よ
り
護
国
神
社
付
近
ま
で
駆
け
足
、
自
分
は

砲
身
係
で
重
量
感
が
あ
り
、
若
干
二
十
一
歳
で
若
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
全
員
が
一
緒
に
戻
ら
な
い
と
ま
た
や
ら
れ

る
ら
し
い
。 

 

こ
の
教
育
が
終
末
頃
、
一
息
つ
い
た
頃
、
北
部
第
三
部

隊
が
編
成
替
え
に
よ
り
釧
路
へ
行
き
、
熊
第
九
二
〇
五
部

隊
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年
七
月
頃
よ
り
釧
路
天
寧

に
お
い
て
、
二
年
後
輩
の
下
士
官
候
補
者
の
第
一
期
の
教

育
を
三
角
兵
舎
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
見
上
尚
吾
陸
軍
少

尉
（
連
隊
旗
手
、
陸
士
第
五
十
七
期
）
と
共
に
助
教
を
命

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
時
、
教
育
訓
練
の
余
暇
を
見
て
炊
事
班
に
野
犬
が
集

ま
る
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
教
官
命
令
で
野
犬
狩

り
を
実
施
し
て
二
匹
を
捕
獲
、
川
辺
で
炊
事
班
よ
り
野
菜

や
味
噌
、
鍋
も
借
用
し
て
料
理
し
ま
し
た
。
自
分
は
食
わ

な
い
が
候
補
者
は
夢
中
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
食
料
不
足

の
時
で
も
あ
り
空
腹
で
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
食

料
不
足
を
補
う
た
め
自
分
は
候
補
者
三
人
を
引
き
連
れ
て

「
ト
ロ
ッ
コ
」
車
で
鶴
居
村
ま
で
二
キ
ロ
ぐ
ら
い
、
愛
国

国
防
婦
人
会
の
方
々
よ
り
芋
や
南
瓜
な
ど
を
頂
い
て
食
べ

た
こ
と
な
ど
数
々
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
第
一
年
度
の
教
育
中
、
冬
季
の
連
隊
演
習
が
あ
っ
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た
た
め
教
育
は
い
っ
た
ん
中
止
と
な
っ
て
、
各
人
は
各
連

隊
に
戻
り
演
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
は
第
二
分
隊
長

と
し
て
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。
夜
間
演
習
中
に
腹
痛
を
生

じ
、
耐
え
ら
れ
ず
に
釧
路
の
消
防
車
の
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
救
急
車
も
な
く
、
釧
路
の
野
戦
病
院
に
入

院
、
診
断
の
結
果
、
盲
腸
と
い
う
こ
と
で
翌
日
手
術
で
す
。

当
時
の
軍
医
は
麻
酔
も
ろ
く
に
使
わ
ず
、
痛
か
っ
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。
約
二
週
間
の
入
院
で
、
二
日
間
の
演
習

の
途
中
で
し
た
の
で
残
念
至
極
で
あ
り
ま
し
た
。
省
み
ま

す
と
下
士
官
候
補
者
の
命
令
を
受
け
て
以
来
、
重
要
な
る

教
育
期
間
に
四
度
目
の
入
院
を
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

下
士
官
候
補
者
の
命
令
受
領
後
一
等
兵
の
一
期
教
育
中
、

軽
機
関
銃
の
実
弾
射
撃
訓
練
中
に
、
元
来
悪
い
中
耳
炎
が

再
発
、
上
等
兵
で
瓦
斯
実
験
時
な
ど
、
合
計
四
回
の
入
院

で
、
序
列
に
も
相
当
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

原
隊
に
戻
る
こ
と
も
叶
わ
ず
、
再
度
下
士
官
候
補
者
の

教
育
を
担
当
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
付
で
陸
軍
軍
曹
に
任
ぜ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
旭
川
の
留
守
第
七
師
団
が
設
置
さ
れ
、
第

一
年
度
の
下
士
官
候
補
者
の
教
育
を
二
年
度
に
わ
た
り
教

育
し
た
後
は
、
稔
師
団
（
第
七
十
七
師
団
）
稔
九
二
六
〇

部
隊
（
歩
兵
第
九
十
九
連
隊
）
に
現
役
下
士
官
補
充
の
理

由
で
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
目
的
は
平
時
編
成
の
第
七
十

七
師
団
が
本
土
決
戦
準
備
の
た
め
野
戦
兵
団
と
し
て
の
編

成
替
え
で
、
動
員
完
結
は
昭
和
十
九
年
七
月
十
七
日
と
記

憶
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
を
二
分
し
て
熊
師
団
・
第
七
師

団
が
道
東
地
区
、
道
西
地
区
に
対
し
て
は
稔
兵
団
・
第
七

十
七
師
団
が
対
処
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
稔
第
九
二
六
〇
部
隊
に
は
、
中
隊
よ
り
目
黒
曹
長

と
自
分
二
人
が
配
属
さ
れ
、
第
六
中
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
間
も
な
く
部
隊
命
令
が
発
令
さ
れ
、
幹
部
候

補
生
の
教
育
助
教
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
各
中
隊
よ
り
同

期
生
四
人
と
ノ
モ
ン
ハ
ン
帰
還
の
望
月
軍
曹
一
人
、
苫
小

牧
中
学
校
の
一
部
を
教
舎
と
し
て
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
四
月
八
日
、
九
州
方
面
へ
転
用
の
命
令
が

出
ま
し
た
。
そ
し
て
五
月
六
日
、
第
十
六
方
面
軍
・
睦
集

団
戦
闘
序
列
に
編
入
と
な
り
、
稔
兵
団
の
防
衛
地
区
は
新

設
の
独
立
混
成
第
百
一
旅
団
が
継
承
し
、
稔
集
団
は
苫
小
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牧
付
近
よ
り
三
十
六
本
の
臨
時
軍
用
列
車
に
よ
っ
て
長
崎

県
諫
早
に
向
け
て
出
発
致
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
情
報
で

は
軍
服
が
冬
服
で
あ
り
、
北
支
方
面
と
の
こ
と
も
噂
さ
れ

て
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
釧
路
よ
り
苫
小
牧
ま
で
は
、
候

補
生
へ
の
体
験
訓
練
の
た
め
衛
兵
勤
務
の
実
務
を
教
え
ま

し
た
。 

 

こ
こ
で
苫
小
牧
滞
在
中
の
教
育
内
容
を
記
述
し
ま
す
と
、

釧
路
よ
り
苫
小
牧
着
の
際
、
荷
物
の
監
視
衛
兵
の
教
育
実

務
を
行
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
本
番
に
な
り
ま
す
と
、
雨

天
と
な
り
、
以
降
は
野
戦
訓
練
、
学
科
は
主
と
し
て
国
語

工
程
、
数
学
工
程
、
重
火
器
並
び
に
各
射
撃
に
対
応
す
る

教
程
で
、
ル
ー
ト
計
算
も
行
い
ま
し
た
。
一
番
困
っ
た
の

は
各
々
の
候
補
生
は
大
学
、
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
適
齢

で
入
隊
し
た
者
で
、
既
に
各
隊
で
一
応
の
初
年
兵
教
育
を

完
了
し
、
階
級
は
伍
長
の
「
筋
金
入
り
」
と
な
っ
て
い
た

こ
と
で
す
。
ま
た
朝
鮮
の
平
壌
出
身
の
も
の
も
六
人
お
り
、

彼
等
は
な
か
な
か
優
秀
で
し
た
。 

 

ま
た
こ
こ
で
は
候
補
生
の
甲
、
乙
の
試
験
を
実
施
し
ま

し
た
。
甲
幹
に
合
格
し
た
者
は
、
自
分
が
か
っ
て
教
育
を

受
け
た
恵
庭
の
校
舎
は
予
備
士
官
学
校
と
し
て
昇
格
し
て

お
り
、
こ
こ
に
送
り
ま
し
た
。
残
る
乙
幹
は
三
十
数
人
と

特
科
隊
「
乙
幹
」
計
四
十
人
ぐ
ら
い
を
引
き
連
れ
て
鹿
児

島
へ
着
き
ま
し
た
。 

 

第
十
六
方
面
軍
は
第
四
十
「
陽
」
師
団
、
第
七
十
七
稔

第
九
二
六
〇
部
隊
で
、
他
の
兵
団
は
沿
岸
防
衛
に
張
り
付

け
、
我
が
稔
第
九
二
六
〇
部
隊
は
、
そ
の
素
質
練
度
は
他

の
師
団
と
比
較
し
て
優
秀
で
あ
り
、
南
九
州
防
衛
の
中
心

兵
団
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

稔
師
団
は
機
動
師
団
で
あ
り
、
海
岸
正
面
の
築
城
と
訓

練
に
当
た
り
ま
し
た
。
乙
種
幹
部
候
補
生
は
階
級
は
伍
長

を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
串
木
野
町
で
の
教
育

時
に
空
襲
の
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
我
々
候
補
生
隊
は
大

隊
の
配
下
で
の
行
動
で
あ
り
、
し
か
も
教
育
隊
と
し
て
独

立
し
て
お
り
、
そ
の
夜
は
隣
の
部
落
で
あ
る
市
木
村
へ
夜

間
行
軍
で
移
動
し
ま
し
た
。 

 
敵
機
の
襲
来
も
ま
す
ま
す
激
化
し
、
移
動
は
山
奥
の
溝

辺
村
へ
移
動
し
て
の
教
育
で
し
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
夏

服
が
届
い
た
状
態
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
二
週
間
以
上
も
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冬
服
で
大
変
暑
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
隊
舎
は
小
学
校
の

一
部
、
幹
部
は
民
家
を
借
用
し
ま
し
た
。
助
教
達
も
民
家

の
一
室
、
隊
長
は
瀬
川
大
尉
（
少
尉
候
補
生
第
二
十
三
期
）

で
、
自
分
が
初
年
兵
の
頃
同
じ
中
隊
で
先
任
の
曹
長
で
し

た
。
少
尉
候
補
生
の
時
に
実
兵
指
揮
の
試
験
に
我
々
第
十

中
隊
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
瀬
川
隊
長
は
病
気
と

な
り
、
そ
の
病
名
は
不
明
で
し
た
が
、
や
む
を
得
ず
自
分

が
代
行
し
て
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
実
施
訓
練

が
今
日
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
Ｂ

52
グ
ラ
マ
ン
機
の
空
襲
な
ど
激
し
か
っ
た
時
で
す
が
、
独

断
で
訓
練
を
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
の
内
容
は
、
我
々
が
作
っ
た
敵
の
Ｍ
４
戦
車
は
、

竹
を
切
り
擬
装
し
た
大
き
さ
が
本
物
と
変
わ
り
な
い
模
型

で
、
空
か
ら
見
る
と
戦
車
と
し
て
判
断
で
き
る
も
の
で
し

た
。
田
圃
の
畦
道
に
お
い
て
「
キ
ユ
ウ
ソ
ウ
」
爆
雷
の
投

入
演
習
で
あ
る
。
そ
の
時
の
自
分
の
判
断
が
甘
か
っ
た
の

か
、
候
補
生
の
「
助
教
殿
、
敵
機
で
す
」
と
の
声
に
直
ち

に
「
伏
せ
」
の
号
令
を
下
し
ま
し
た
が
、
グ
ラ
マ
ン
機
の

機
銃
掃
射
で
、
瞬
く
間
に
模
型
戦
車
も
焼
け
ま
し
た
。
こ

の
時
は
小
銃
班
の
み
で
二
十
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
集
合
を

命
ず
る
と
全
員
無
事
で
し
た
。
田
圃
の
土
が
顔
に
掛
か
り

暑
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
隊
舎
に
戻
り
、
瀬
川
隊
長
に
事
故

の
報
告
を
し
ま
し
た
が
、
た
っ
ぷ
り
と
叱
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
日
は
空
襲
が
多
い
情
報
が
入
っ
て
い
て
学
科
を
致
せ

と
の
命
令
も
あ
っ
た
。
命
令
に
反
し
た
こ
と
で
し
た
。 

 

約
三
カ
月
の
教
育
で
、
八
月
十
五
日
に
は
終
戦
の
知
ら

せ
を
生
徒
が
伝
え
に
来
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
自
分
は
民
家

の
風
呂
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
終
戦
を
機
会
に
乙
種
幹
部

候
補
生
の
教
育
も
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
、
各
中
隊
へ
全

員
帰
隊
し
ま
し
た
。
自
分
も
中
隊
へ
帰
隊
す
る
が
、
命
令

受
領
が
私
の
任
務
で
し
た
。 

 

間
も
な
く
独
立
憲
兵
隊
へ
配
属
の
命
令
が
下
り
ま
し
た
。

隊
舎
は
鹿
児
島
商
船
学
校
二
階
の
部
屋
で
、
そ
の
間
台
風

が
あ
っ
て
三
階
建
て
の
校
舎
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
当
地
は

海
抜
零
と
い
う
土
地
で
あ
り
、
海
水
が
川
に
逆
流
し
て
校

庭
に
あ
っ
た
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
も
水
没
し
て
動
か
な
い
状
態

で
し
た
。 

 

憲
兵
軍
曹
と
し
て
伍
長
靴
、
拳
銃
、
軍
刀
、
憲
兵
腕
章
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を
し
て
二
日
間
伍
長
よ
り
憲
兵
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
巡
察
区
の
指
示
も
あ
り
、
海
岸
地
区
が
主
で
し
た
。
連

日
の
勤
務
も
鹿
児
島
は
暑
く
、
単
独
勤
務
で
、
列
車
は
無

賃
、
終
わ
っ
て
の
報
告
は
文
書
で
行
う
な
ど
で
し
た
。
海

は
敵
の
攻
撃
に
よ
り
船
が
海
中
に
横
に
な
っ
て
い
て
無
惨

な
姿
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。 

 

以
上
、
軍
隊
の
歴
史
も
一
応
の
敗
戦
に
よ
っ
て
終
局
を

見
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
周
辺
の
進
駐
軍
軍
政
下
に
あ

っ
て
の
治
安
維
持
も
警
備
も
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
稔
兵

団
の
う
ち
三
個
歩
兵
連
隊
の
軍
旗
は
姶
良
郡
姶
良
町
の
山

中
で
昭
和
二
十
年
十
月
十
六
日
奉
焼
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
師
団
主
力
の
帰
還
は
十
月
初
旬
よ
り
逐
次
臨
時
列

車
に
て
行
わ
れ
、
我
々
憲
兵
隊
の
み
は
船
で
の
帰
還
で
し

た
。
私
は
、
十
月
二
十
日
、
帰
郷
列
車
に
乗
り
、
瀬
戸
内

海
で
は
漁
船
に
分
乗
し
、
ま
た
列
車
と
乗
り
継
い
で
函
館

七
重
浜
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
正
確
な
日
時
は
記
憶
に
あ

り
ま
せ
ん
。
異
常
な
混
雑
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

回
顧
す
る
と
、
三
年
八
カ
月
余
り
の
軍
隊
は
、
軍
事
教

育
に
携
わ
っ
て
来
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。
戦
場
に
送
っ
た

兵
隊
の
数
は
少
な
い
が
、
亡
き
英
霊
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
も
、

ま
た
自
分
が
紙
碑
と
も
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
共
に
、
子
孫
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
念
願
し

て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

昭
和
二
十
年
九
月
末
現
在
で
の
復
員
者
の
資
料
に
よ
る

と
、
第
七
十
七
師
団
の
復
員
者
数
は
一
万
五
千
七
百
人
と

な
っ
た
と
か
、
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

戦
前
の
旭
川
市
は
、
第
七
師
団
と
共
に
発
展
し
、
軍
都

の
名
は
市
民
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
旭
川
駅

か
ら
平
和
通
り
、
買
物
公
園
、
旭
橋
、
護
国
神
社
に
至
る

道
筋
は
「
師
団
通
り
」
と
呼
ば
れ
、
商
店
街
は
ス
ズ
ラ
ン

灯
で
飾
り
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
曜
日
は
将
兵
の
買

物
客
で
溢
れ
、
出
征
や
凱
旋
の
送
迎
で
は
市
民
の
旗
や
提

灯
行
列
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
旭
川
時
代
の

師
団
長
は
鯉
登
行
一
中
将
閣
下
で
し
た
。
中
将
は
「
私
は

力
な
く
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
多
く
の
部
下
や
ご
遺
族
の
方

に
何
も
出
来
な
い
。
仏
壇
に
毎
日
手
を
合
わ
せ
る
し
か
」

と
言
い
絶
句
さ
れ
た
と
か
、
そ
の
二
年
後
八
十
一
歳
で
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。 
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現
在
、
入
隊
時
の
戦
友
会
は
「
オ
サ
ラ
ッ
ペ
会
」
と
云

い
、
月
例
会
や
忘
年
会
、
新
年
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
既

に
二
十
三
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。 

陸
軍
船
舶
兵
と
し
て 

神
奈
川
県 

 

今 

井 

富 
清 

 
 

  

私
は
愛
知
県
幡
豆
郡
吉
野
町
富
好
三
六
番
地
の
今
井
家

の
長
男
と
し
て
生
れ
、
兄
弟
は
無
く
一
人
子
で
し
た
。
家

業
は
廻
船
問
屋
を
営
み
、
常
時
二
人
の
雇
人
が
い
て
、
主

と
し
て
三
河
湾
で
荷
物
の
運
送
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
吉

良
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
早
速
家
業
の
仕
事
を

手
伝
い
、
父
と
私
と
雇
人
二
人
の
四
人
で
、
一
二
〇
ト
ン

級
の
貨
物
船
二
隻
で
運
搬
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
主
に
瓦

や
煉
瓦
等
を
積
ん
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
七
月
、
本
籍
地
の
愛
知
県
幡

豆
郡
吉
田
町
（
現
在
吉
良
町
）
の
小
学
校
講
堂
に
て
徴
兵

検
査
を
受
け
第
一
乙
種
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
十
二
年
七
月
二
十
七
日
支
那
事
変
が
勃
発
、
世
相
は
慌

た
だ
し
く
な
り
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
応
召
兵
の
出
征
す

る
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
覚
悟
は
し
て

お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
十
月
十
三
日
赤
紙
の
召
集
令


